企画グループ
　福祉部の主要施策に関する総合的な調整等を行うとともに、関係機関及び部内各室(課)との連絡、調整を実施し、業務の円滑な推進に努めた。

１　福祉行政の企画及び調整

　　福祉行政の総合的かつ計画的推進を図るため、部の主要施策について企画調整を行った。

　　また、国に対する各種要望事項を取りまとめ、「国の施策並びに予算に関する最重点提案・要望」のほか、「全国主要都道府県民生主管部(局)長連絡協議会」等により、福祉行政の充実について働きかけた。

２　広報広聴事務

　　福祉行政に対する府民の理解と協力を得るため、各種広報資料を作成し、広報活動を行うとともに、報道機関に対する積極的な情報提供に努めた。

　　また、福祉行政に関する府民からの各種要望・提言や陳情に適切に対応するため、関係者との密接な連絡調整に努めた。

３　大阪府社会福祉審議会の運営

福祉行政関係の重要事項を調査審議するため、知事の諮問機関として大阪府社会福祉審議会を設置しているが、令和元年度は審議会を開催していない。
４　福祉行政に関する資料整備

　　部行政の運営充実に資するため、「福祉行政の概要」を発行した。

５　行政の福祉化

府政のあらゆる分野において、福祉の視点から総点検し、住宅、教育、労働などの各分野の連携のもとに、施策の創意工夫や改善を通じて、障がい者やひとり親家庭の父母、高齢者などの雇用、就労機会を創出し、「自立を支援する取組」として平成11年度から全庁的に取り組んできた。
　　　庁舎の清掃業務を活用した総合評価一般競争入札を全国初の取組として実施するなどにより、障がい者をはじめとする就職困難層の雇用・就労支援を実施した。

